
                      

 

２０２１年３月２１日（No51） 
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  書
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【今週の集会】   

◇第
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4回臨時
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役員会
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  カフェ・ぶらぶら 

・３月
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  3.仮称
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【次週の予定】   
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         （旧約
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・讃美歌
さ ん び か

  １８、 ３１３    

【来週の礼拝司会者を決めましょう】 

① 和田智子 ②広瀬秀幸  ③秋山里子  

④佐々木実  ⑤吉田公子 ⑥伊藤知之 ⑦山根耕平 ⑧

岸澤恵美  ⑨高崎晋  ⑩山本潔  ⑪早坂潔 

【集会統計】  

 

 

 

≪教会員等の動き≫ 

・八十川真里子 ３月１７日無事退院されました。 

 本日の讃美歌  

♭讃美歌１６「われらの主こそは」。作詞はロンドン

の書店を経営する父の下に生まれたジョサイア･コ

ンダ－(1789-1855)。この讃美歌はヨハネの黙示録19

章6節「わたしはまた、大群衆の声のようなもの、多

くの水のとどろきや、激しい雷のようなものが、こう

言うのを聞いた。『ハレルヤ、全能者であり、わたし

たちの神である主が王となられた』」にもとづくもの

です。作曲はイギリス人牧師レ－エフ.ハリソン

(1748-1810)。三拍子の壮大な讃美歌です。 

♯讃美歌４７１「勝利をのぞみ」。作詞はアメリカの

黒人奴隷の子、独学で神学を学び黒人教会の牧師と

なったチャールズ・アルバート・テインドリー(1851-

1933)。或いは黒人霊歌とか、いろいろの説がありま

す。曲と合わせると、黒人霊歌の「競りにかけられる

のはもうたくさんだ」という歌に似ているとのこと。

恐らく、いろいろな歌詞や旋律がまじりあって一つ

の歌になったのでしょう。 

アフリカからヨーロッパをまわって、アメリカに

売られてきた黒人奴隷たちが、船上で労働歌のよう

に歌ったものと理解されています。讃美歌としては

1960年後半、世界教会協議会で歌われ、そこから各教

派の讃美歌集に採集され、広く歌われています。 

 

頌栄 キリストの平和が 

１．キリストのへいわが わたしたちのこころの 

すみずみにまで  ゆきわたりますように 

５．キリストのゆるしが わたしたちのこころの 

すみずみにまで  ゆきわたりますように  

集会名 参加者 献 金 

主日礼拝 

（3月14日） 

24名 

(子1名） 
7,049円 

祈祷会 

（3月17日） 
   6名   
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【先週の説教要旨】     「⾼い⼭の上で」     出エジプト 24：1.9-11 
                           マタイ 17：1-13 

イエスはペトロ、それにヤコブとその兄弟ヨハネだけを連れて、⾼い⼭に登られま
した。この三⼈、イエスの⾝に重⼤なことが起こる際、イエスと⾏動を共にしました
（「ゲッセマネの祈り」マタイ 26：37）。証⼈の務めでしょうか。⾼い⼭の上で、三
⼈はイエスの顔が太陽のように、⾐は光のように⽩く、イエスの姿が神々しく変わる
のを⽬のあたりにしました。そこに出エジプトの指導者モーセや王国が分裂したこ
ろの預⾔者エリヤが現れて、イエスと何事かを話していました。彼らは天上の世界に
引き上げられたような不思議な体験をしました。 

予期しない出来事に気持ちが⾼ぶったのでしょう。ペトロは、あらぬことを⼝⾛り
ました。この⼈たちのためにテントを三つ張りましょうと。そうこうしているうちに
彼らは光り輝く雲に包まれ、雲の中から「これは私の愛する⼦、私の⼼に適う者。こ
れに聞け」と⾔う声がしました。この声、イエスが洗礼を受けたとき、天から聞こえ
た声と同じです。それに『これに聞け』がつけ加えられました。この世のものとは思
えない世界の光景でした。  

難しい物語です。でも、注意して読むと、⾔葉の⼀つひとつにある情景が⾒えてき
ます。聖書は、神、信仰、いのちなど、⽬に⾒えない信仰の世界を、⽬に⾒えるもの
の⾔葉で指し⽰しています。太陽は天上のキリスト(黙⽰１：１６)、光り輝く⽩い⾐
（マタイ 28：3、ヨハネ 20：12）、輝く雲(使徒 1：6)や輝く顔(出エジ 34：35、コリン
ト⼀Ⅱ3:7)は、復活や神を⾒た表現です。これらの⾔葉は、天上⽤語とか復活表現と
いった⽅がわかりやすいでしょう。⾼い⼭の上での出来事は、三⼈の弟⼦がそこで復
活のイエスの世界を⽬撃したのでしょうか。     

⾼い⼭へ⾏って驚くのは、みなさんの”ご来光”信仰です。拍⼿や万歳、⼿を合わせ
る⼈、感激に涙する⼈もいます。エジプトに旅⾏した時です。モーセの⼭で⽇の出を
待ちました。岩⼭の連なる向うに太陽が昇りはじめると、⼤きな拍⼿と⼤歓声が上が
りました。ロシアから来た⼤観光団でした。⾼い⼭の上での⽇の出は、それほど⾒る
者の気持ちを⾼揚させます。まして、⽬の前でイエスの姿が変わったのですから衝撃
的です。 

「あなたがたは私を何者だと⾔うのか。」イエスが弟⼦たちに尋ねた時、ペトロは、
「あなたはメシア、⽣ける神の⼦です」と答えました。⼭の上の出来事は、そのペト
ロの答えに対する、神の答え＝お墨付きでしょう。三⼈の弟⼦は、その証⼈です。わ
たしたちにとって、⾼い⼭の上は“礼拝”です。そこに、あなたもわたしもイエスと⼀
緒に集まり、モーセやエリヤ、ペトロやパウロと話して、気持ちが⾼められます。そ
こから「イエスが誰であるか」を語る、証⼈とされて世に送り出されます。 

 

 

    
 


